
ユ ー ス ホ ス テ ル ガ イ ド
福 島 県 ／ 栃 木 県 ／ 群 馬 県 ／ 千 葉 県 ／ 東 京 都

神 奈 川 県 ／ 山 梨 県 ／ 新 潟 県 ／ 富 山 県 ／ 石 川 県 ／ 長 野 県

※ 掲 載 さ れ て い る 情 報 は 2 0 2 5 年 9 月 2 0 日 現 在 の も の で す 。

　 各 ユ ー ス ホ ス テ ル の 最 新 情 報 は 日 本 ユ ー ス ホ ス テ ル 協 会 H P を ご 確 認 く だ さ い 。

吾 妻 連 峰 、 標 高  8 0 0 m の 自 然 公 園 内 に

太 い 丸 太 で 造 ら れ た 「 本 物 」 の ロ グ ハ ウ

ス 。 一 人 旅 は も ち ろ ん グ ル ー プ や フ ァ

ミ リ ー で も 使 い や す い 、 バ ス ト イ レ 付

コ テ ー ジ タ イ プ の 別 荘 み た い な  Y H で

す 。 季 節 の 特 典 や イ ベ ン ト 、 ご 利 用 料

金 な ど は 公 式  H P を ご 覧 く だ さ い 。

ロ グ キ ャ ビ ン ス テ ラ ポ ー ト ユ ー ス ホ ス テ ル

季 節 の 見 ど こ ろ ・ 情 報 随 時 更 新 、 お 出 か け 前 に は ホ ー ム ペ ー ジ を チ ェ ッ ク

喜 多 方 市 は 酒 蔵 見 学 や 「 朝 ラ ー 」 で 知 ら

れ る 蔵 と ラ ー メ ン の 町 。 雄 国 沼 の ニ ッ

コ ウ キ ス ゲ 、 旧 国 鉄 日 中 線 の し だ れ 桜

な ど 四 季 折 々 の 花 が 咲 き ま す 。 会 津 若

松 の 鶴 ヶ 城 や 武 家 屋 敷 、 白 虎 隊 の 飯 盛

山 へ も ア ク セ ス 良 好 。 夏 に は 磐 梯 山 登

山 や 猪 苗 代 湖 で の 湖 水 浴 も 楽 し み 。

会 津 の 里 ユ ー ス ホ ス テ ル

ゆ る く て 安 く て 酒 が う ま い ユ ー ス ホ ス テ ル

ユ ニ バ ー サ ル デ ザ イ ン の ツ イ ン ル ー ム 、

ツ イ ン ベ ッ ド 付 き の 和 室 が あ り 、 赤 ち ゃ

ん の い る ご 家 族 、 車 い す や 人 工 関 節 の

方 に も 好 評 。 桧 の テ ラ ス か ら は 、 広 々

と し た 福 島 盆 地 の 風 景 と 日 の 出 や 夜 景

が ご 覧 に な れ ま す 。 近 く の 直 売 所 で は

果 物 狩 り や 買 い 物 が 楽 し め ま す 。

ユ ー ス ゲ ス ト ハ ウ ス ア ト マ

き み と 宇 宙 を シ ェ ア し よ う

日 光 ・ 鬼 怒 川 ま で 車 で 約 3 0 分 、 J R 日 光

駅 ま で 2 駅 の 距 離 に あ り 、 周 辺 観 光 に

最 適 で す 。 J R 下 野 大 沢 駅 や 周 辺 に あ る

温 泉 へ の 送 迎 も 大 好 評 。 栃 木 県 産 コ シ

ヒ カ リ が 食 べ 放 題 で 、 日 光 ゆ ば 料 理 や

宇 都 宮 餃 子 も 別 に 注 文 可 能 で す 。 長 期

滞 在 や 合 宿 に も 対 応 し ま す 。

日 光 杉 並 木 ユ ー ス ホ ス テ ル

四 季 折 々 の 花 が 咲 く 広 大 な 庭 に あ る 、 日 本 唯 一 の 武 道 館 付 き Y H

標 高 1, 1 0 0 m の 高 原 に あ り 、 夏 の 避 暑 、

冬 の ス キ ー に 最 適 。 志 賀 ・ 軽 井 沢 を バ ッ

ク に し た 温 泉 リ ゾ ー ト 地 で 、 町 内 に は

無 料 の 共 同 浴 場 が 1 8 カ 所 あ り 湯 め ぐ り

が 手 軽 に 楽 し め ま す 。 1 2 月 上 旬 ～  4 月

下 旬 ま で ス キ ー ・ ス ノ ー ボ ー ド ス ク ー

ル を 開 講 し て い ま す 。

草 津 高 原 ユ ー ス ホ ス テ ル

草 津 の 湯 に は 無 料 の 共 同 浴 場 が た く さ ん あ り ま す

全 館 禁 煙 、 幼 児 食 無 料 。 夜 は 星 空 観 察

会 や 無 料 の 花 火 。 全 室 バ ス ト イ レ ・ 冷

暖 房 完 備 で 猛 暑 で も 安 心 で す 。 D V D ソ

フ ト 1, 0 0 0 本 、 絵 本 1, 2 0 0 冊 を 備 え 、

庭 に は 公 園 並 み の 遊 具 。 軽 井 沢 お も ち ゃ

王 国 や 浅 間 牧 場 ・ 鬼 押 出 し 園 、 コ ン ビ

ニ も 近 く 、 便 利 な 立 地 に あ り ま す 。

北 軽 井 沢 ブ ル ー ベ リ ー ユ ー ス ゲ ス ト ハ ウ ス

お 子 さ ん が 笑 顔 に な る 宿 。 ご 家 族 の 思 い 出 づ く り を お 手 伝 い し ま す

ケ ー ブ ル カ ー か 徒 歩 で し か ア ク セ ス で

き な い 御 岳 山 上 の Y H で す 。 山 頂 に 鎮 座

す る 武 蔵 御 嶽 神 社 や 、 家 族 で 散 策 で き

る 渓 流 「 ロ ッ ク ガ ー デ ン 」 は 野 鳥 や 山 野

草 が 楽 し め る 人 気 の コ ー ス 。 奥 多 摩 ・

檜 原 ・ 五 日 市 へ 抜 け る 登 山 コ ー ス も 充

実 し て お り 、 夜 景 や 日 の 出 も 圧 巻 。

御 嶽 ユ ー ス ホ ス テ ル

御 岳 山 は 関 東 有 数 の 霊 山 。 四 季 折 々 の 大 自 然 を 堪 能 で き ま す

日 本 一 長 い 砂 浜 「 九 十 九 里 浜 」 に あ る

Y H で す 。 海 ま で 徒 歩 1 0 分 ！ 川 ま で 徒

歩 1 分 ！ 海 水 浴 に も 釣 り に も 適 し た 自

然 を 感 じ ら れ る 所 に あ り 、 Y H の 畑 で と

れ る 玉 ね ぎ 、 じ ゃ が い も 、 さ つ ま い も

の 収 穫 祭 も 楽 し み 。 実 家 に 帰 っ た 気 分

で の ん び り 過 ご し て み ま せ ん か ？

九 十 九 里 浜 白 子 ユ ー ス ホ ス テ ル

潮 騒 が 聞 こ え る ア ッ ト ホ ー ム な 宿 で す よ!

小 笠 原 は 6 日 以 上 休 日 が な い と 行 く こ

と の で き な い 島 。 だ か ら こ そ 、 固 有 の

自 然 や 人 々 が 醸 し 出 す 穏 や か な 雰 囲 気

が 守 ら れ て い ま す 。 Y H の お 勧 め は 、 一

便 見 送 っ て 次 の 便 で 離 島 す る こ と 。 島

を 出 る 船 を 盛 大 に お 見 送 り し 、 次 に 盛

大 に 見 送 ら れ る 側 に な っ て ほ し い で す 。

小 笠 原 ユ ー ス ホ ス テ ル

絶 海 の 孤 島 、 世 界 自 然 遺 産 の 地 、 小 笠 原 諸 島 へ よ う こ そ ！

〒 9 6 0- 2 2 6 1 福 島 県 福 島 市 町 庭 坂 字 湯 花 沢 2- 9

☎ 0 2 4- 5 6 3- 6 9 8 9

〒 9 6 0- 2 1 5 1 福 島 県 福 島 市 桜 本 船 石 1 5- 2

☎ 0 2 4- 5 9 1- 2 5 2 3

〒 3 2 1- 2 3 4 5 栃 木 県 日 光 市 木 和 田 島 2 1 1 2- 7

☎ 0 2 8 8- 2 6- 0 9 5 1

〒 3 7 7- 1 7 1 1 群 馬 県 吾 妻 郡 草 津 町 草 津 4 6 4- 1

☎ 0 2 7 9- 8 8- 3 8 9 5

〒 9 6 9- 3 5 3 2 福 島 県 喜 多 方 市 塩 川 町 小 府 根 字 畑 ケ 田 3 6

☎ 0 2 4 1- 2 7- 2 0 5 4

〒 3 7 7- 1 5 2 4 群 馬 県 吾 妻 郡 嬬 恋 村 大 字 鎌 原 1 5 0 6- 1 2

☎ 0 2 7 9- 8 4- 3 3 3 8

〒 2 9 9- 4 2 0 3 千 葉 県 長 生 郡 白 子 町 剃 金 2 7 2 2

☎ 0 4 7 5- 3 3- 2 2 5 4

〒 1 9 8- 0 1 7 5 東 京 都 青 梅 市 御 岳 山 5 7

☎ 0 4 2 8- 7 8- 8 7 7 4

〒 1 0 0- 2 1 0 1 東 京 都 小 笠 原 村 父 島 字 西 町

☎ 0 4 9 9 8- 2- 2 6 9 2

2 02 0



東 京 の ふ る さ と 、 都 心 か ら 約 2 時 間 の

檜 原 村 は 、 週 末 に 利 用 す る の に ぴ っ た

り 。 近 く に 渓 谷 、 奇 岩 、 滝 な ど が あ り 、

自 然 に た っ ぷ り ひ た れ る 所 で す 。 一 人

で の ん び り 、 ま た 家 族 連 れ で も 楽 し め

ま す 。 お い で よ 、 ひ の は ら 。 当 面 の 間

土 曜 日 の み 、 素 泊 ま り で の 営 業 で す 。

ひ の は ら ユ ー ス ホ ス テ ル

東 京 の ふ る さ と 檜 原 村 。 都 心 か ら 約 2 時 間

東 京 の 真 ん 中 に あ り 、 新 宿 ・ 渋 谷 ・ 秋 葉

原 な ど も 1 5 分 ～  2 0 分 程 度 で ア ク セ ス

で き ま す 。 J R 飯 田 橋 駅 に 隣 接 、 地 下 鉄

は ビ ル が 直 結 し て お り 、 5 路 線 が 乗 り

入 れ て い ま す 。 眺 望 も 抜 群 で 、 夜 は 都

会 の 夜 景 を お 楽 し み い た だ け ま す 。 東

京 ド ー ム ・ 武 道 館 は 徒 歩 圏 内 ！

東 京 セ ン ト ラ ル ユ ー ス ホ ス テ ル

駅 直 結 ！ J R ・ 地 下 鉄 飯 田 橋 駅 西 口 か ら 徒 歩 1 分 。 東 京 の 夜 景 を 満 喫

全 室 バ ス ト イ レ 付 き 個 室 で 、 家 族 や 友

人 グ ル ー プ で の ご 利 用 に お 勧 め 。 上 野

公 園 、 秋 葉 原 電 気 街 、 ア メ 横 、 東 京 大

学 は 徒 歩 圏 内 。 成 田 空 港 直 結 の 京 成 上

野 駅 は 徒 歩 1 0 分 、 J R 山 手 線 御 徒 町 駅 5

分 、 地 下 鉄 湯 島 駅 1 分 で 便 利 。 9 割 以 上

が 海 外 客 の 国 際 的 な Y H で す 。

東 京 上 野 ユ ー ス ホ ス テ ル

2 0 2 1 年 新 築 O P E N ！ ◆ 全 室 バ ス ト イ レ 付 個 室 ◆ ゼ ミ ・ サ ー ク ル 合 宿 も 歓 迎

箱 根 ガ ラ ス の 森 美 術 館 や ロ ー プ ウ ェ イ 、

海 賊 船 、 金 時 山 な ど 人 気 の 観 光 ス ポ ッ

ト へ の ア ク セ ス が 抜 群 。 外 国 人 に も 人

気 の 、 全 室 和 室 の Y H で す 。 貸 切 で 楽 し

む こ と が で き る 、 大 涌 谷 か ら 引 い た 白

濁 温 泉 で 心 身 共 に リ フ レ ッ シ ュ し て み

ま せ ん か ？ 個 室 利 用 も で き ま す 。

箱 根 仙 石 原 ユ ー ス ホ ス テ ル

源 泉 か け 流 し ・ 大 涌 谷 の 白 濁 温 泉 を 貸 切 で 利 用 で き る 宿

街 の メ イ ン ス ト リ ー ト か ら 見 る 電 線 ・

電 柱 越 し の 富 士 山 、 そ れ が 今 で は 観 光

名 所 。 忠 霊 塔 か ら の 富 士 の 眺 め は 世 界

中 の 人 に 注 目 さ れ て い ま す 。 Y H は 路 地

の 中 に あ る 昭 和 レ ト ロ な 下 宿 屋 風 。 広

く て 急 な 階 段 、 こ じ ん ま り し た 部 屋 。

ゆ っ た り し た 時 間 が 流 れ て い ま す 。

富 士 吉 田 ユ ー ス ホ ス テ ル

昭 和 レ ト ロ の 下 宿 屋 風 ユ ー ス ホ ス テ ル 。“ 新 選 組 の 階 段” が お 出 迎 え

甲 府 盆 地 の ほ ぼ 中 央 、 昭 和 3 6 年 に ぶ ど

う 畑 か ら 突 然 温 泉 が 湧 き 出 し て 県 内 屈

指 の 温 泉 郷 に 発 展 し た 石 和 （ い さ わ ） 。

山 々 に 囲 ま れ た 自 然 豊 か な 環 境 で 、 武

田 信 玄 公 ゆ か り の 地 で も あ り ま す 。 ゆ っ

く り 温 泉 に 浸 か り 、 桃 や ぶ ど う な ど の

果 物 を 満 喫 し に お い で く だ さ い 。

石 和 温 泉 ユ ー ス ホ ス テ ル

ユ ー ス が あ っ た か ら 5 5 年 、 や ま な し 老 舗 の ユ ー ス ホ ス テ ル

Y H は J R 清 里 駅 に 近 く 、 国 道 沿 い で 交

通 の 便 が 良 い で す 。 清 泉 寮 、 萌 木 の 村

な ど 観 光 ス ポ ッ ト に も 近 く て 便 利 。 冬

は 近 く に サ ン メ ド ウ ズ 清 里 ス キ ー 場 、

シ ャ ト レ ー ゼ ス キ ー バ レ ー が あ り ま す 。

八 ヶ 岳 登 山 や 美 し の 森 、 飯 盛 山 ハ イ キ

ン グ の 方 の ご 利 用 も 多 い で す 。

清 里 ユ ー ス ホ ス テ ル

高 原 の 街 と ハ イ キ ン グ 、 ソ フ ト ク リ ー ム が お い し い

J R 小 海 線 の 見 え る 所 に 建 つ Y H 。 J R や

高 速 バ ス 、 中 央 自 動 車 道 か ら の ア ク セ

ス も 良 い で す 。 八 ヶ 岳 南 麓 の 高 原 に あ っ

て 夏 は 涼 し く 、 温 泉 巡 り 、 美 術 館 な ど

さ ま ざ ま な 楽 し み 方 が で き ま す 。 夏 は

八 ヶ 岳 登 山 、 冬 は ス キ ー も 楽 し め ま す 。

県 営 馬 術 競 技 場 ま で 徒 歩 4 分 。

八 ヶ 岳 ポ ニ ー ユ ー ス ホ ス テ ル

心 を 整 え た い と き は 、 高 原 の リ ゾ ー ト で の ん び り と

駅 の ホ ー ム に 降 り れ ば 、 そ こ は も う ぶ

ど う 畑 。 勝 沼 は 日 本 一 の ぶ ど う ・ ワ イ

ン 産 地 で 、 市 営 地 下 蔵 で は 1 6 0 種 以 上

の ワ イ ン が 試 飲 可 能 。 Y H は 造 船 用 材 を

使 っ た ぬ く も り の あ る 宿 。 リ ビ ン グ の

窓 か ら は 夕 日 、 夜 景 、 時 に は 雲 海 な ど

さ ま ざ ま な 美 し さ を 見 ら れ ま す 。

勝 沼 ぶ ど う 郷 ユ ー ス ホ ス テ ル

ぶ ど う 畑 に 囲 ま れ た 夜 景 の き れ い な ユ ー ス ホ ス テ ル で す

現 代 ア ー ト の 水 鏡 で 有 名 な 清 津 峡 峡 谷

ト ン ネ ル よ り 下 流 4 k m に 位 置 し 、 夏 は

ホ タ ル 、 川 遊 び や ア ー ト 巡 り 、 冬 は 雪

遊 び や ス キ ー が で き ま す 。 料 理 は 地 元

や 県 内 の 食 材 を 使 い 、 山 の 物 ・ 海 の 物

と 混 じ っ て い て 好 評 で す 。 お 米 の お い

し い 温 泉 宿 に ぜ ひ お 越 し く だ さ い 。

清 津 峡 温 泉 ユ ー ス ホ ス テ ル

昭 和 の 風 の 中 で 時 の な い 時 を!

〒 4 0 8- 0 0 4 1 山 梨 県 北 杜 市 小 淵 沢 町 上 笹 尾 3 3 3 2- 1 9 1 1

☎ 0 5 5 1- 3 6- 6 4 0 1

〒 4 0 6- 0 0 2 2 山 梨 県 笛 吹 市 石 和 町 山 崎 1 0 6- 2

☎ 0 5 5- 2 6 2- 2 1 1 0

〒 4 0 7- 0 3 0 1 山 梨 県 北 杜 市 高 根 町 清 里 3 5 4 5

☎ 0 5 5 1- 4 8- 2 1 2 5

〒 1 1 0- 0 0 0 5 東 京 都 台 東 区 上 野 1- 1 3- 6 東 京 新 潟 県 人 会 館 4 階

☎ 0 3- 6 2 8 4- 4 3 5 7

〒 1 9 0- 0 2 1 1 東 京 都 西 多 摩 郡 檜 原 村 7 7 7 9- 1 0

☎ 0 4 2- 5 9 8- 1 1 3 1

〒 2 5 0- 0 6 3 1 神 奈 川 県 足 柄 下 郡 箱 根 町 仙 石 原 9 1 2

☎ 0 4 6 0- 8 4- 8 9 6 6

〒 1 6 2- 0 8 2 3 東 京 都 新 宿 区 神 楽 河 岸 1- 1 セ ン ト ラ ル プ ラ ザ 1 8 階

☎ 0 3- 3 2 3 5- 1 1 0 7

〒 4 0 3- 0 0 0 4 山 梨 県 富 士 吉 田 市 下 吉 田 3 丁 目 6- 5 1

☎ 0 5 5 5- 2 2- 0 5 3 3

〒 9 4 9- 8 4 3 7 新 潟 県 十 日 町 市 西 田 尻 辛 1 6 8

☎ 0 2 5 7- 6 3- 2 4 3 1

〒 4 0 9- 1 3 0 2 山 梨 県 甲 州 市 勝 沼 町 菱 山 8 6 1- 2

☎ 0 5 5 3- 2 0- 4 7 3 3

2 1



春 の 山 野 草 に 山 菜 、 夏 は 蛍 に 花 火 、 秋

の 紅 葉 ・ 収 穫 祭 、 冬 は 豪 雪 ・ 雪 ま つ り … 。

日 本 の 四 季 を 体 感 で き る 、 築 1 0 0 年 超 、

昭 和 の 香 り の 古 民 家 Y H 。 周 辺 の 棚 田 と

錦 鯉 の 野 池 の 風 景 は 一 見 の 価 値 あ り 。

お い し い も の だ ら け の 新 潟 は 、 特 に 新

米 の 魚 沼 コ シ ヒ カ リ が 絶 品 で す ！

小 千 谷 ふ る さ と の 丘 ユ ー ス ホ ス テ ル

お ぢ や 名 物 、 花 火 ・ 闘 牛 ・ 錦 鯉 。 自 慢 の お 米 は 魚 沼 コ シ ヒ カ リ

名 勝 ・ 尖 閣 湾 の 中 に あ り 、 透 き 通 っ た

海 で ダ イ ビ ン グ が で き ま す 。 釣 り と 海

水 浴 は Y H の 海 で 。 毎 日 夕 陽 が 素 晴 ら し

く 、 季 節 に よ っ て 漁 火 や 夜 光 虫 も 見 ら

れ ま す 。 Y H か ら 1 時 間 で 小 木 た ら い 舟 、

大 佐 渡 ス カ イ ラ イ ン 、 砂 金 採 り 、 外 海

府 海 岸 の ほ か 島 内 各 地 に ア ク セ ス 可 。

佐 渡 ベ ル メ ー ル ユ ー ス ホ ス テ ル

1 8 0° の 日 本 海 の 大 パ ノ ラ マ 、 夕 日 、 漁 火 、 夜 光 虫 、 海 水 浴

ユ ー ス ホ ス テ ル 天 香 寺

自 分 を 見 つ め 直 し て み ま せ ん か 。 四 季 折 々 の 花 咲 く 禅 寺 で

バ ス の 便 も 少 な く 不 便 な 立 地 で す が 、

だ か ら こ そ 豊 か な 自 然 が 残 る 「 佐 渡 の ま

ほ ろ ば 」 で す 。 夏 は 目 の 前 の 海 で 海 水 浴

や 釣 り 、 春 は 雪 割 草 か ら 始 ま る 山 野 草

と の 出 会 い 。 1 0 月 に は Y H の 田 ん ぼ で

と れ た コ シ ヒ カ リ が 食 べ ら れ ま す 。 冬

の 佐 渡 は 魚 が お い し い で す よ ！

外 海 府 ユ ー ス ホ ス テ ル

佐 渡 の ま ほ ろ ば 。「 ゆ っ た り と 流 れ る 時 に 身 を ま か せ 」 と 云 う 人 あ り

寒 ブ リ 、 氷 見 う ど ん 、 氷 見 牛 … 。 「 食 都 」

氷 見 の グ ル メ を 味 わ う キ ト キ ト 祭 り が

1 0 月 中 旬 に 開 催 さ れ ま す 。 4 月 中 旬 に

は 、 1 分 間 に 鐘 を 打 ち 鳴 ら し た 数 を 競

う 奇 祭 ・ ゴ ン ゴ ン 祭 り も 。 マ ネ ー ジ ャ ー

が 高 齢 の た め 、 予 約 時 に 施 設 の 状 況 や

ご 利 用 の 注 意 点 を ご 確 認 く だ さ い 。

唐 島 荘 ユ ー ス ホ ス テ ル

冬 は 真 っ 白 の 立 山 連 峰 を 眺 め 、 静 か に 過 ご せ る 宿 で す

長 野 の シ ン ボ ル ・ 善 光 寺 の 門 前 に 位 置

す る 宿 坊 の ひ と つ で 、 建 物 は 1 0 0 年 以

上 昔 の も の 。 宿 泊 は 朝 食 込 み で の 提 供

で す 。 野 菜 の 栽 培 や 自 家 製 の ジ ャ ム 、

手 間 暇 か け た ス ー プ や 鶏 料 理 、 パ ン も

ラ イ 麦 チ ー ズ 入 り ス コ ー ン 等 を 焼 い て 、

体 に 良 い 朝 食 を 心 が け て い ま す 。

善 光 寺 教 授 院 ユ ー ス ホ ス テ ル

善 光 寺 参 拝 で 身 も 精 神 も 充 実 、 周 辺 観 光 に 便 利 ！

玄 関 を 開 け た ら 3 歩 で 海 と つ な が る 、

日 本 一 海 に 近 い Y H 。 マ ネ ー ジ ャ ー は 一

本 釣 り の 漁 師 で す 。 年 中 釣 り 三 昧 。 九

十 九 湾 の 大 パ ノ ラ マ 、 波 の 音 と 船 の 汽

笛 で 目 覚 め る 朝 。 窓 の 外 に 広 が る の ん

び り と し た 景 色 に 心 が な ご む 宿 で す 。

当 面 の 間 、 素 泊 ま り の み の 営 業 で す 。

能 登 漁 火 ユ ー ス ホ ス テ ル

玄 関 か ら 3 歩 で 海 と つ な が る 漁 師 の 宿

蓼 科 山 の 麓 、 女 神 湖 に 近 く 、 敷 地 内 に

は 手 作 り ア ス レ チ ッ ク や バ ー ベ キ ュ ー

場 が あ り ま す 。 夏 は 標 高 1, 5 0 0 ｍ の 避

暑 地 、 春 秋 は 高 原 の 花 や 紅 葉 と ト レ ッ

キ ン グ 、 野 生 の シ カ を 見 に 行 く 「 ネ イ

チ ャ ー ナ イ ト ウ ォ ッ チ ン グ 」 が 人 気 で

す 。 冬 は ス キ ー ・ ス ノ ー シ ュ ー 。

立 科 白 樺 高 原 ユ ー ス ホ ス テ ル

お 一 人 か ら ご 家 族 、 団 体 ま で 、 四 季 を 通 じ て 楽 し め ま す

信 州 ど 真 ん 中 、 諏 訪 湖 畔 よ り 少 し 高 台

へ 。 閑 静 な 住 宅 地 に あ る Ｂ ＆ Ｂ シ ス テ

ム の 宿 で す 。 朝 晩 可 の 天 然 温 泉 、 誰 と

で も 利 用 可 能 な 枕 木 の 手 作 り 談 話 室 、

食 事 ・ お 茶 ・ 読 書 ・ 物 思 い も … 自 由 に 使

え る テ ラ ス あ り 。 お 部 屋 は シ ン グ ル か

ら ト リ プ ル ま で 個 室 を 用 意 し て い ま す 。

ス ワ コ ユ ー ペ ン ハ ウ ス ユ ー ス ホ ス テ ル

い つ も の 宿 ・ い つ も の 温 泉 リ ゾ ー ト ホ ス テ ル ち ょ う ど い い 田 舎 ！ こ ん な 所 に こ ん な 宿

中 部 山 岳 国 立 公 園 の 中 、 乗 鞍 高 原 の 標

高 1, 5 0 0 ｍ に あ り ま す 。 高 原 の ト レ ッ

キ ン グ ・ 上 高 地 ・ 乗 鞍 岳 ・ 白 骨 温 泉 と 、

山 岳 観 光 の 拠 点 に 最 適 で す 。 Y H の お 風

呂 は 乳 白 色 の 源 泉 か け 流 し 。 ま た Y H 

で は 唯 一 の ＜ ナ ノ ミ ス ト 低 温 サ ウ ナ ＞

を 導 入 し て い ま す 。 犬 連 れ  O K 。

乗 鞍 高 原 温 泉 ユ ー ス ホ ス テ ル

自 然 を 眺 め 、 源 泉 か け 流 し の 温 泉 で リ フ レ ッ シ ュ ！

〒 9 5 2- 2 2 0 1 新 潟 県 佐 渡 市 岩 谷 口 1 3 1

☎ 0 2 5 9- 7 8- 2 9 1 1

〒 9 5 2- 2 1 3 4 新 潟 県 佐 渡 市 姫 津 3 6 9- 4

☎ 0 2 5 9- 7 5- 2 0 1 1

〒 9 4 7- 0 2 1 1 新 潟 県 小 千 谷 市 小 栗 山( 寺 沢) 2 0 6 3

☎ 0 2 5 8- 5 9- 2 9 5 1

〒 9 3 9- 0 7 2 2 富 山 県 下 新 川 郡 朝 日 町 大 家 庄 9 1 3

☎ 0 7 6 5- 8 3- 3 3 3 9

〒 9 3 5- 0 0 0 4 富 山 県 氷 見 市 北 大 町 8- 2 7

☎ 0 7 6 6- 7 2- 0 0 9 7

〒 9 2 7- 0 5 5 3 石 川 県 鳳 珠 郡 能 登 町 小 木 ヨ 5 1- 6

☎ 0 7 6 8- 7 4- 0 1 5 0

〒 3 8 0- 0 8 5 1 長 野 県 長 野 市 元 善 町 4 7 9 善 光 寺 内

☎ 0 2 6- 2 3 2- 2 7 6 8

〒 3 8 4- 2 3 0 9 長 野 県 北 佐 久 郡 立 科 町 芦 田 八 ケ 野 1 0 2 0

☎ 0 2 6 7- 5 5- 6 6 0 1

2 22 2

〒 3 9 3- 0 0 3 3 長 野 県 諏 訪 郡 下 諏 訪 町 高 木 8 9 3 2- 2

☎ 0 2 6 6- 2 8- 9 0 0 0

〒 3 9 0- 1 5 1 3 長 野 県 松 本 市 安 曇 鈴 蘭 4 2 7 5

☎ 0 2 6 3- 9 3- 2 7 4 8
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千 葉

山 形

福 島

新 潟

宮 城

栃 木

埼 玉

群 馬

長 野

富 山

石 川

福 井

茨 城

神 奈 川

山 梨
東 京

愛 知

三 重

静 岡

岐 阜

滋 賀

… H o st elli n g M a g a zi n e v ol. 4 3( 1 2 月 2 0 日 発 行) で ご 紹 介 し ま す 。

乗 鞍 高 原 温 泉
ユ ー ス ホ ス テ ル

ス ワ コ ユ ー  ペ ン ハ ウ ス
ユ ー ス ホ ス テ ル 立 科 白 樺 高 原

ユ ー ス ホ ス テ ル

善 光 寺 教 授 院 ユ ー ス ホ ス テ ル

能 登 漁 火 ユ ー ス ホ ス テ ル

唐 島 荘 ユ ー ス ホ ス テ ル

ユ ー ス ホ ス テ ル 天 香 寺

小 千 谷 ふ る さ と の 丘 ユ ー ス ホ ス テ ル

佐  渡 ベ ル メ ー ル
ユ ー ス ホ ス テ ル

外 海 府 ユ ー ス ホ ス テ ル

清 津 峡 温 泉 ユ ー ス ホ ス テ ル

勝  沼 ぶ ど う 郷
ユ ー ス ホ ス テ ル 

八 ヶ 岳 ポ ニ ー
ユ ー ス ホ ス テ ル

清 里 ユ ー ス ホ ス テ ル

石 和 温 泉
ユ ー ス ホ ス テ ル

富 士 吉 田
ユ ー ス ホ ス テ ル

箱 根 仙 石 原
ユ ー ス ホ ス テ ル

東 京 上 野
ユ ー ス ホ ス テ ル

東  京  セ ン ト ラ ル
ユ ー ス ホ ス テ ル

小 笠 原 ユ ー ス ホ ス テ ル

御 嶽 ユ ー ス ホ ス テ ル

九 十 九 里 浜
白 子 ユ ー ス ホ ス テ ル

北 軽 井 沢 ブ ル ー ベ リ ー
ユ ー ス ゲ ス ト ハ ウ ス

草 津 高 原
ユ ー ス ホ ス テ ル

日 光 杉 並 木
ユ ー ス ホ ス テ ル

ユ ー ス ゲ ス ト ハ ウ ス ア ト マ

会 津 の 里
ユ ー ス ホ ス テ ル

ロ グ キ ャ ビ ン ス テ ラ ポ ー ト
ユ ー ス ホ ス テ ル

ひ の は ら
ユ ー ス ホ ス テ ル
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